
議
会
で
過
半
数
を
取
れ
ば
何
を
し
て
も
い
い
の
か

大
阪
維
新
の
会
は
、
先
の
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
大
阪
府
議
会
の
過
半
数
を
上
回
る
議
席

を
獲
得
。
た
と
え
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
て
も
、
府
民
の
声
を
反
映
し
て
い
る
政
党
や
議
員

の
声
を
真
摯
に
聞
き
、
議
会
で
誠
心
誠
意
議
論
す
る
の
が
議
会
制
民
主
主
義
で
最
低
限
の
ル
ー

ル
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
君
が
代
」
条
例
で
は
、
た
っ
た
2
時
間
。
定
数
削
減
問
題
で
は
、
全
く
審

議
せ
ず
に
強
行
採
決
…
こ
ん
な
乱
暴
な
や
り
方
で
住
民
の
暮
ら
し
は
よ
く
な
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
二
つ
の
条
例
と
も
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

「
君
が
代
」
強
制
は

憲
法
の
基
本
的
人
権
へ
の
侵
害

こ
の
条
例
は
、
府
民
と
子
ど
も
た
ち
に
「
愛
国
心
の
高
揚
に
資
す
る
」
こ
と
を
明
確
に
掲
げ
、

公
立
学
校
の
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
で
の
「
国
歌
斉
唱
」
の
際
、
教
職
員
に｢

起
立｣

を
強
制

す
る
も
の
で
、
全
国
に
例
を
見
な
い
も
の
で
す
。

「
君
が
代
」
は
か
つ
て
侵
略
戦
争
の
象
徴
と
し
て
扱
わ
れ
、
国
民
の
な
か
に
は
根
強
い
批

判
が
あ
り
ま
す
。
「
君
が
代
」
斉
唱
の
際
に
起
立
す
る
か
ど
う
か
は
、
一
人
ひ
と
り
が
決
め

る
問
題
で
す
。
法
令
で
強
制
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
「
国
旗
・
国
歌

法
」
の
成
立
が
強
行
さ
れ
た
１
９
９
９
年
の
国
会
で
も
「
国
民
へ
の
義
務
付
け
や
強
制
は
し

な
い
」
と
政
府
は
答
弁
し
、
幾
度
も
確
認
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

橋
下
知
事
は
、
教
職
員
が
「
不
起
立
」
を
繰
り
返
せ
ば
懲
戒
免
職
処
分
に
で
き
る
条
例
案

を
９
月
議
会
に
提
出
す
る
方
針
だ
と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
、
学
校
が
、
上
か
ら
い
わ
れ
た
通
り
の
こ
と
を
こ
な
す
、
そ
の
た
め
の
上
意
下

達
の
組
織
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
も
の
言
わ
ぬ
教
職
員
」
の
も
と
で
、
自
由
で
人
間
味

の
あ
る
教
育
は
影
を
ひ
そ
め
ま
す
。
暗
い
大
き
な
力
が
支
配
す
る
教
育
現
場
で
一
番
困
る
の

は
、
子
ど
も
た
ち
で
す
。
人
権
を
守
ら
れ
て
い
な
い
先
生
が
、
子
ど
も
の

人
権
を
大
切
に
す
る
教
育
が
出
来
る
の
か
心
配
で
す
。

「
定
数
削
減
」
は
「
民
意
の
削
減
」

大
阪
府
議
会
議
員
定
数
は
、
現
在
１
０
９
議
席
。
こ
の
定
数
を
８
８
議
席
に
減
ら
す
定
数

削
減
条
例
は
、
「
維
新
の
会
」
以
外
の
他
会
派
が
欠
席
す
る
も
と
で
採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。

約
6
割
の
選
挙
区
が
１
人
区
と
な
り
、
2
人
区
と
あ
わ
せ
る
と
9
割
を
占
め
ま
す
。
先
の

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
を
当
て
は
め
る
と
投
票
総
数
の
4
割
が
死
票
に
。

一
方
、
維
新
の
会
の
議
席
占
有
率
は
５
２
．
２
９
％
か
ら
６
１
．
３
６
％
へ
飛
躍
し
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
府
民
の
多
様
な
意
見
が
議
会
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
「
定
数
削

減
」
は
ま
さ
に
「
民
意
の
削
減
」
で
す
。

こ
ん
な
暴
挙
が
、
と
な
り
の
大
阪
で
強
行
さ
れ
て
い
る
の
は
大
問
題
。
民

主
主
義
を
守
れ
！
強
権
政
治
は
許
さ
な
い
！
の
声
を
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。

大
阪
府
の
橋
下
徹
知
事
が
率
い
る
「
大
阪
維
新
の
会
」
の
暴
走
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

6
月
3
日
か
ら
４
日
未
明
に
か
け
て
府
議
会
本
会
議
で
、
「
君
が
代
」
強
制
条
例
と

議
員
定
数
削
減
条
例
を
、
ま
と
も
な
審
議
も
行
わ
ず
強
行
可
決
し
ま
し
た
。
大
阪
各

地
で
は
、
「
暴
挙
に
次
ぐ
暴
挙
で
民
主
主
義
を
ぼ
う
と
く
す
る
橋
下
『
維
新
』
は
許

せ
な
い
」
と
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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民
主
党
と
自
民
党
に
よ
る
「
大
連
立
」
政
権
を
狙
う
動
き
が
急
浮
上
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
こ
れ
ま
で
出
来
な
か
っ
た
消
費
税

増
税
な
ど
を
「
復
興
の
た
め
」
と
し
て
、
一
気
に
押
し
通
す
危
険
な
流
れ
で
す
。

震
災
を
口
実
に
、
な
ん
で
も
一
緒
に
な
っ
て
悪
政
を
推
進
す
る
の
は
、
被
災
者
と

国
民
を
欺
く
も
の
で
す
。

党
利
党
略
―

み
ん
な
で
わ
た
れ
ば

民
主
党
は
、
一
昨
年
の
総
選
挙
で
「
自
公
政
権
ノ
ー
」

を
掲
げ
て
政
権
に
つ
き
、
自
民
党
は
、
内
閣
不
信
任
決

議
案
を
提
出
し
た
ば
か
り
で
す
。
そ
の
舌
の
根
も
乾
か

な
い
両
党
が
連
立
を
組
む
と
い
う
の
は
、
国
民
不
在
の

党
利
党
略
と
し
て
厳
し
く
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

し
か
も
、
「
大
連
立
」
を
組
ん
で
、
や
ろ
う
と
し
て
い
る
政
治
の
中

身
が
重
大
で
す
。
国
難
を
理
由
に
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
の

名
に
よ
る
、
消
費
税
の
大
増
税
と
社
会
保
障
の
大
改
悪
で
す
。
一
党
だ

け
な
ら
、
国
民
の
大
き
な
批
判
を
受
け
る
課
題
を
、
大
連
立
で
一
気
に

通
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
沖
縄
・
普
天
間
基
地
の
「
移
設
」
の
強
行
や
法
人
税
減
税
、

有
価
証
券
優
遇
税
制
の
継
続
な
ど
も
企
ん
で
お
り
、
ま
さ
に
戦
前
の

「
大
政
翼
賛
会
」
と
同
じ
流
れ
で
す
。

被
災
者
・
国
民
の
立
場
に
立
っ
た
復
興
を

震
災
の
復
興
を
目
的
に
与
野
党
震
災
合
同
会
議
が
こ
の
間
、
２
０
数

回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
各
党
が
立
場
の
違
い
を
超
え
て
協
力
し
合
っ

て
き
ま
し
た
。
「
大
連
立
」
で
な
く
と
も
震
災
復
興
は
出
来
ま
す
。

「
震
災
対
策
の
た
め
の
大
連
立
」
と
い
う
の
は
、
悪
政
推
進
の
た
め
の

真
っ
赤
な
大
嘘
で
す
。

”
震
災
復
興
”
と
い

え
ば
、
国
民
が
何
で
も

了
承
す
る
と
思
う
の
は

大
間
違
い
で
す
。

悪
政
押
し
通
す
危
険

な
流
れ
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
、
被
災
者
・
国
民

の
立
場
に
立
っ
た
大
震

災
復
興
と
、
原
子
力
依

存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
を
政
府
に
強
く

求
め
ま
し
ょ
う
。

消費税を
「大連立」で１７％へ

（経済同友会代表幹事）
経済同友会の長谷川閑史代表幹事は、

６日、記者会見を行い、民主・自民によ

る「大連立」について触れ、「第二次補

正予算、成長戦略、税と社会保障の一体

改革の三点をセットで」と述べました。

消費税については、「同友会は１７％

まで上げることまで踏み込んで提言して

いる。当面１０％、さらにその先上げて

いかざるを得ないのは火を見るより明ら

か。与党と野党第一党が手を組んで、ぜ

ひやっていただきたい」と求めました。
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